
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会
　（☎２２２ ‐ 2８６６）

―芦屋町のボランティア団体紹介シリーズ６　「あしの会」―

　町内では、「芦屋町手をつなぐリボンの会」というボランティア団体が活動していま
す。その中に６団体が所属しており、さまざまな分野で活動しています。今回は「あ
しの会」 を紹介します。
　あしの会　（結成して33年）
◆活動内容　福祉施設で利用者の話し相手や、行事のお手伝いをしています。
◆活動場所　町内の福祉施設など
◆活動日時　依頼に応じて活動
◆活動人数　11名
◆活動に込めた想い
　結成当時は介護保険制度が施行されておらず訪問介護サービスがなかったため、芦屋町社
会福祉協議会と協議しながら高齢者宅をボランティア訪問して家事のお手伝いをしたり、健
康チェックをしたりしてきました。
　介護保険制度の施行や新型コロナウイルス感染症の流行などにより、少しずつ活動ス
タイルを見直してきましたが、「真心こめて、一人の人を大切に」をモットーに活動を続
けており、高齢者の満足そうな笑顔と心からの「ありがとう」が何よりの励みになっています。

【活動レポート】
　あしの会は、平成 12年に介護保険制度が始まる前から芦屋町の在宅福祉をボランティ
アの立場で支えてきた歴史があり、福岡県からも感謝状が贈られています。
　取材をした日は、社会福祉法人孝徳会「リカバリーセンターひびき」でもちつき会のお
手伝いをしており、皆さん笑顔でつきたての餅を丸めていました。代表の松尾シズ子さんは、
「これからも人と人とが交わる温かなまちづくりに貢献したい。」と話してくれました。

　

　あしの会の活動に興味がある人、見学・入会をしてみたい人は、芦屋町社会福祉協議
会に連絡してください。

リカバリーセンターひびきで
もちつき会のお手伝い

社会福祉協議会にタオルを寄贈
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今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
豊
臣
秀
吉

の
弟
、
豊
臣
秀
長
が
主
人
公
で
す
。
で

は
、
豊
臣
秀
長
が
生
き
た
時
代
の
芦
屋

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回

か
ら
、
3
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

初
回
は
、
戦
国
時
代
の
芦
屋
を
説
明
す

る
前
に
、
中
世
の
芦
屋
を
考
え
る
上
で

重
要
な
、
山
鹿
荘
と
こ
の
地
を
治
め
た

山
鹿
氏
・
麻
生
氏
を
紹
介
し
ま
す
。

●
山
鹿
荘
と
は

　

山
鹿
荘
は
、
奈
良
時
代
ご
ろ
ま
で
に

観か
ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺
（
太
宰
府
市
）
の
荘し
ょ
う
え
ん園と
し

て
成
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
室
町
時
代

の
資
料
に
よ
る
と
、
山
鹿
荘
の
範
囲
は
、

現
在
の
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
八
幡
西
区
、

八
幡
東
区
、
戸
畑
区
に
ま
で
広
が
る
地

域
で
し
た
。

●
山
鹿
荘
と
麻
生
氏
の
誕
生

　

平
安
時
代
末
期
、
山
鹿
の
地
を
治
め

て
い
た
の
は
、
山や
ま
が
ひ
ょ
う
と
う

鹿
兵
頭
次じ

秀ひ
で

遠と
お

で
し

た
。
し
か
し
、
秀
遠
は
平
家
と
と
も
に
、

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
敗
れ
、
歴
史
の
舞
台

か
ら
去
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
山
鹿
荘
は
、
鎌
倉
幕
府
の

直
轄
領
と
な
り
、
地
頭
に
は
、
源
頼
朝

の
側
近
で
あ
っ
た
一い
っ
ぽ
ん
ぼ
う

品
房
昌し
ょ
う

寛か
ん

が
命

ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
昌
寛
か
ら
地

頭
職
を
譲
ら
れ
た
の
が
、
宇う

つ
の
み
や

都
宮
家い
え
ま
さ政

で
す
。
家
政
は
、
治
め
る
地
名
を
姓
と

す
る
当
時
の
風
習
に
習
い
、「
山や
ま
が鹿
ノの

家い
え
ま
さ政
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
家
政
の
孫
で
あ
る
資も
と

時と
き

が
分

家
し
、
麻
生
氏
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

●
南
北
朝
の
内
乱
と
麻
生
氏
の
台
頭

　

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
続
く
南
北
朝
時

代
は
、
九
州
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
戦
い
が

起
こ
り
、
山
鹿
・
麻
生
一
族
の
中
で
も
、

敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
う
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
内
乱
の
中
で
、
本
流
の

山
鹿
氏
と
庶
流
の
麻
生
氏
と
の
、
勢
力

逆
転
が
起
こ
り
ま
す
。

　

決
定
的
と
な
っ
た
の
は
、
南
朝
方
・

後
醍
醐
天
皇
か
ら
鎮ち
ん
ぜ
い西
大
将
軍
に
任
命

さ
れ
た
懐か
ね
よ
し良
親
王
と
、
北
朝
方
・
足
利

尊
氏
か
ら
九
き
ゅ
う
し
ゅ
う州
探た
ん
だ
い題
に
任
命
さ
れ
た

一い
っ
し
き色
氏
の
戦
い
で
し
た
。
さ
ら
に
、
北

朝
の
中
で
、
尊
氏
と
対
立
し
た
弟
・
足

利
直た
だ
よ
し義
の
養
子
・
足
利
直た
だ
ふ
ゆ冬
が
九
州
に

逃
れ
、
挙
兵
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

九
州
は
三
つ
巴
の
戦
い
と
な
り
混
乱
し

ま
す
。
麻
生
氏
は
尊
氏
方
の
一
色
氏
に

従
い
戦
い
ま
す
が
、
山
鹿
・
麻
生
一
族

の
中
に
は
、
懐
良
親
王
や
直
冬
に
味
方

す
る
も
の
も
出
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

懐
良
親
王
に
味
方
し
た
山
鹿
氏
の
土
地

は
、
尊
氏
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

の
ち
に
麻
生
氏
へ
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
州
で
の
戦
い
は
、
途
中
、
一
色
氏
が

敗
走
し
た
こ
と
も
あ
り
、
長
く
続
き
ま

す
。
最
終
的
に
は
、
足
利
義
満
に
よ
っ

て
新
た
に
九
州
探
題
に
任
命
さ
れ
た
今

川
貞さ
だ
よ世
が
勝
利
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
麻

生
氏
は
、
義
満
に
よ
っ
て
戦
功
を
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
に
は
、
貞
世
に

従
い
大
内
氏
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
、
麻
生
氏
と
大
内
氏
の
関
係

が
強
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
以
降
、
応
仁
の
乱
の
中
で
存
在
感

を
強
め
た
大
内
氏
と
と
も
に
、
麻
生
氏

も
北
九
州
で
の
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た

の
で
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
五
十
九

▼
今
号
は
遠
賀
郡
・
中
間
市
合
同
企

画
と
し
て
ご
み
を
テ
ー
マ
に
特
集

記
事
を
作
り
ま
し
た
。取
材
を
行
う

中
で
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を

お
金
を
払
っ
て
捨
て
て
い
る
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
特
集
が
、日
常
生
活
で

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
き
っ

か
け
と
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。�

（
伊
藤
）

▼
今
号
の
ま
ち
の
わ
だ
い
に
掲
載

し
て
い
ま
す
が
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
豆
ま
き
に
取

材
に
行
き
ま
し
た
。豆
ま
き
は
大
盛

り
上
が
り
で
、こ
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

大
人
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
情
報
は
、く
ら
し
の
情

報
に
「
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ー
ナ
ー
」
と
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。遊
び
に
行
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

�

（
篠
塚
）

▼
11
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
わ
だ
い
に

古
印
づ
く
り
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
芦
屋
町
の
小
中
学
生
は
、

卒
業
記
念
で
こ
の
よ
う
な
体
験
が

で
き
て
、と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思

い
ま
す
。一
般
の
人
向
け
の
古
印
づ

く
り
講
座
も
開
催
予
定
で
す
。参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
手
塚
）

編
集
後
記

城山（山鹿城は山鹿秀遠の城跡として有名ですが、
その後の麻生氏にとっても重要な拠点となりました）
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